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第3章 国際金融市場への波及 
第4章 日本の住宅金融システムへの示唆 
第5章 今後の見通しと日本の課題 
終わりに 
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3、 選定理由 
① リーマンショックの引き金背景要因となったサブプライムローン問題ついて改め

て見直す 
② ①を踏まえ、サブプライム問題のリーマンショックへの影響を考察する 
③ 最終的には本書の内容を踏まえ、「リーマンショックに対して未然のに防ぐ 対策は

なかったのか」を議論する 
 


